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平成 27 年度学校関係者評価委員会報告書 

 

                                 平成 27 年 8 月 3 日 

学校法人聖ヶ丘学園 聖ヶ丘教育福祉専門学校 

学校関係者評価委員会委員長 西山 宏二郎 

 

学校法人聖ヶ丘学園 聖ヶ丘教育福祉専門学校 学校関係者評価委員会は、「平成 26 年度に係る 

自己点検・自己評価報告書」の結果に基づいて、学校関係者評価を実施したので、下記のとおり報

告します。 

 

１ 開催日時 

  第一回 平成 27 年 6 月 1 日（月） 14:00～16:00 

  第二回 平成 27 年 7 月 1 日（水） 16:00～17:30 

 

２ 委  員 

氏 名 所 属 

西山宏二郎 社会福祉法人藤嶺会 弥生苑 施設長 

川端ゆり佳 社会福祉法人なつめの会 エルアンジュ保育園 園長 

西山俊太郎 学校法人峰岡学園 峯岡幼稚園 園長 

田崎のりえ 社会福祉法人箱根恵明学園 箱根恵明学園 保育士 

石川 公子 聖ヶ丘教育福祉専門学校なでしこ同窓会 役員 

橋本 文伸 常盤台北部自治会 会長 

井上 貴恭 学校法人聖ヶ丘学園 聖ヶ丘教育福祉専門学校 校長 

古澤  昇          〃           副校長 

遠藤 政男 〃           事務長 

今村 雅彦 〃       保育科教務部長 

小林  根 〃         介護科教務  

 

３ 議事報告                            

評価項目 評価・意見 

基準１ 教育理念・目的・ 

育成人材像 

アドミッションポリシーや教育理念、教育方針及び学校の特色、中・

長期計画等を整備・策定し、現場で即戦力として通用する実践的な力

量を身につける教育を実施しており、今後も努力願いたい。 

 

基準２ 学校運営 

平成 27年度には介護福祉士専攻科の教員への人事考課を限定的に

実施する予定であるとのことだが、今後の教員の人事考課制度の構築

の中でキャリアパスを示していくことを考えてもらいたい。教員のモ

チベーションが上がる人事システムの構築を検討してほしい。 
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基準３ 教育活動 

各授業担当者が授業改善に繋げるための学生による授業評価を実

施することになっており、今後適切に実施してもらいたい。 

毎年教員研修実施計画を策定して教員の資質向上への取組を行っ

ているが、同時にキャリアパスと人事考課制度を平行して考えていく

のは如何か。 

 

基準４ 学修成果 

学校からの様々な媒体による広報により、卒業生が学校の状況を把

握して学校に提言する制度や、より多くの卒業生の活躍を把握してい

くためのシステムの構築を検討してもらいたい。 

 

基準５ 学生支援 

「学生相談箱設置要綱」を策定し、学生からの学校及び教員等に関

する様々な相談等について、校長及び副校長の解決責任者により解決

を図る体制を整備している。様々な問題を抱える学生のために学校内

で相談しやすい環境を整えるよう、今後も努力願いたい。 

 

 

基準６ 教育環境 

学校安全計画及び授業中に発生した事故等に関する対応マニュア

ルについては、平成 27 年度中の策定に取組まれたい。 

将来的に万が一災害が発生したことを考えて、学校はどのように対

応していくのか、学校として最低限度何ができるのか、学校の特徴を

落とし込んで、事業継続計画（BCP）を考えておくべきである。 

基準７ 学生の募集と 

受入れ 

平成 26 年 9月から入学者・非入学者へのオープンキャンパスアン

ケート調査並びに新入生への入学後のアンケート調査を実施して教

育システムの検証・改善に役立てており、今後も努力願いたい。 

基準８ 財務 今後も適正な財務の管理・運営に向け努力願いたい。 

 

 

 

基準９ 法令等の遵守 

点検小項目で評価が 3、2及び 1の項目については、評価を 4 にま

で上げるよう、なるべく速やかに課題を解決してもらいたい。 

点検小項目に係る今後の改善策等については、なるべく期限を定め

て解決を図るよう努められたい。 

学校の大量の個人データを蓄積する電磁的記録については、その取

扱についての十分セキュリティー対策が明文化されていないので、事

前の保険の加入を含めて、なるべく速やかに取組まれたい。 

 

基準 10 社会貢献・ 

地域貢献 

自治会等と協力・連携して積極的に地域の課題や問題に対処してい

るが、大きな施設を持つ学校法人として、また、教育の専門家集団と

して、子育て支援や学習支援等の更なる地域貢献の展開を検討しても

らいたい。 

 


